
住
所
／
〒
4
0
6
-0
8
2
2

社
会
福
祉
法
人

笛
吹
市
社
会
福
祉
協
議
会

笛
吹
市
八
代
町
南
917

広
報「
か
け
は
し
」に
は
、赤
い
羽
根
共
同
募
金
の
配
分
金
が
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

電
話
／
0
5
5
-2
6
5
-518

2
FA
X
／
0
5
5
-2
6
5
-518

3

発
行
責
任
者
：
社
会
福
祉
法
人
　
笛
吹
市
社
会
福
祉
協
議
会
　
会
長
　
早
河
正
弘

一
宮

児
童
館

笛
吹
市
役
所

一
宮
支
所

旧
事
務
所

新
事
務
所

一
宮
福
祉

セ
ン
タ
ー

国
道
20
号



平
成
27
年
度

社
会
福
祉
法
人

笛
吹
市
社
会
福
祉
協
議
会

平
成
27
年
度

予
算

事
業

　
計
画

※

サ
ー
ビ
ス
区
分
間

繰
入
金
収
入
・
支
出
を
除
く

笛吹社協だより かけはし | ２



第
7
回
笛
吹
市
社
会
福
祉
大
会

7th social welfa
re m

eetin
g

in Fuefuki cit
y

安
心
し
て
暮
ら
せ
る

幸
せ
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

　

平
成
27
年
３
月
１
日
に
石
和
ス
コ

レ
ー
セ
ン
タ
ー
に
て
、「
第
7
回
笛

吹
市
社
会
福
祉
大
会
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
大
会
第
一
部
の
記
念
式
典

で
は
、
笛
吹
市
の
社
会
福
祉
に
貢
献

さ
れ
た
24
名
8
団
体
の
方
々
へ
、
本

会
会
長
の
早
河
正
弘
よ
り
表
彰
状
の

授
与
な
ら
び
に
感
謝
状
の
贈
呈
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
山
梨
県
社
会
福
祉
協

議
会
常
務
理
事 

末
木
浩
一
様
、
笛
吹

市
長 

倉
嶋
清
次
様
、
笛
吹
市
議
会
議

長 

大
久
保
俊
雄
様
を
は
じ
め
、
約
２

百
名
の
福
祉
関
係
者
が
一
同
に
会
し
、

盛
大
な
式
典
と
な
り
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
功
労
賞

　

こ
の
賞
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
多

大
な
貢
献
を
さ
れ
た
個
人
・
団
体
の
方
々

に
贈
ら
れ
ま
す
。（
順
不
同
）

　
　

小
林
美
好 

様
﹇
石
和
﹈

　
　

相
川
昭
夫 

様
﹇
一
宮
﹈

　
　

早
川
鶴
子 

様
﹇
八
代
﹈

　
　

中
山
幸
子 

様
﹇
八
代
﹈

　
　

中
山
八
十
司 

様
﹇
八
代
﹈

　
　

小
林
今
朝
則 

様
﹇
芦
川
﹈

　
　

立
澤
壽
美
子 

様
﹇
芦
川
﹈

　
　

芦
澤
令
子 

様
﹇
芦
川
﹈

　
　

じ
ょ
い
そ
ー
ら
ん

　
　
　
　

石
和
M
O
M
O
華 

様
﹇
石
和
﹈

　
　

笛
吹
ロ
ー
ズ
ク
ラ
ブ 

様
﹇
石
和
﹈

　
　

御
坂
地
区
民
生
委
員
児
童
委
員

　
　
　

協
議
会 
障
害
者
部
会 

様
﹇
御
坂
﹈

　
　

芦
川
小
学
校 
様
﹇
芦
川
﹈

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
奨
励
賞

　

こ
の
賞
は
、
今
後
の
活
動
が
期
待
さ
れ

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
個
人
・
団
体
を
奨
励

す
る
た
め
に
贈
ら
れ
ま
す
。（
順
不
同
）

　
　

清
水
惇
子 

様
﹇
石
和
﹈

　
　

石
原
秀
恭 

様
﹇
八
代
﹈

　
　

株
式
会
社
沢
田
屋
薬
局 

様
﹇
石
和
﹈

　
　

境
川
童
謡
の
会 

様
﹇
境
川
﹈

　
　

山
梨
ヤ
ク
ル
ト
販
売
株
式
会
社 

様
﹇
甲
府
﹈

▲

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
功
労
賞
・
奨

励
賞
を
受
彰
さ
れ
た
方
々
の
活
動
が
、

動
画
で
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

※
動
画
は
本
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。

笛
吹
市
の
社
会
福
祉
に
貢
献
さ
れ
た
方
々
に
感
謝
の
意
を
表
し
、
記
念
式
典
を
開
催

記
念
式
典
を
開
催

笛

吹社
協生誕10周年

金
品
感
謝
状

　

こ
の
感
謝
状
は
、
本
会
に
10
万
円
以
上

の
ご
寄
付
を
賜
り
ま
し
た
個
人
・
団
体
の

方
々
に
贈
ら
れ
ま
す
。（
順
不
同
）

　
　

小
池
淳
子 

様
﹇
御
坂
﹈

　
　

中
村
大
助
・
由
美
子 

様
﹇
一
宮
﹈

　
　

早
河
正
弘 

様
﹇
一
宮
﹈

　
　

内
田
高
子 

様
﹇
一
宮
﹈

　
　

秋
山
和
則 

様
﹇
八
代
﹈

　
　

雨
宮
隆 

様
﹇
八
代
﹈

　
　

彩
の
会
日
本
舞
踊
教
室 

様
﹇
一
宮
﹈

笛
吹
社
協
特
別
感
謝
状

　

こ
の
感
謝
状
は
、
本
会
の
理
事
・
評
議

員
と
し
て
5
年
以
上
に
渡
り
、
地
域
福
祉

の
向
上
に
ご
尽
力
を
い
た
だ
い
た
方
々
に

贈
ら
れ
ま
す
。（
順
不
同
）

　
　

羽
中
田
弘
巳 

様
﹇
石
和
﹈

　
　

岡
徹
也 

様
﹇
石
和
﹈

　
　

三
枝
宣
子 

様
﹇
石
和
﹈

　
　

清
水
栄
子 

様
﹇
石
和
﹈

　
　

小
池
敏
夫 

様
﹇
一
宮
﹈

　
　

橘
田
志
げ
じ 

様
﹇
八
代
﹈

　
　

田
草
川
睦
美 

様
﹇
春
日
居
﹈

　
　

鎮
目
堅
士 

様
﹇
春
日
居
﹈

３ | 笛吹社協だより かけはし



第
７
回
笛
吹
市
社
会
福
祉
大
会
第
２
部
で
は
、

柏
女
先
生
の
基
調
講
演
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
以
下
に
、
そ
の
概
要
を
報
告
し
ま
す
。

（
敬
称
略
）

１
．基
調
講
演

来
年
度
か
ら
新
し
い
子
ど
も
子
育
て
支
援
制
度

が
始
ま
り
ま
す
。
こ
の
制
度
は
、
消
費
税
財
源
を

追
加
投
入
し
て
子
ど
も
の
分
野
を
飛
躍
的
に
強
化

充
実
し
た
制
度
で
す
。
し
か
し
、
そ
の
制
度
と
い

う
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
制
度
が
別
々
に
な
っ
て
い
て
、

制
度
間
で
連
携
が
あ
ま
り
と
れ
て
い
ま
せ
ん
。
そ

の
た
め
に
、
制
度
と
制
度
の
谷
間
に
落
ち
て
し
ま

う
子
ど
も
や
家
庭
が
生
じ
る
と
い
う
課
題
が
あ
り

ま
す
。

こ
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
民
間
の
活

動
、
あ
る
い
は
地
域
の
自
主
的
な
活
動
や
組
織
的

な
活
動
が
と
て
も
大
事
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
で
も

な
お
、
こ
れ
ら
の
地
域
や
民
間
の
活
動
が
バ
ラ
バ

ラ
に
行
わ
れ
て
い
る
の
で
は
、
さ
ら
に
こ
れ
ら
の

活
動
の
谷
間
に
落
ち
て
し
ま
う
子
ど
も
や
親
子
が

出
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
の
狭
間
に
落
ち
る
親
子
を
出
さ
な
い
た
め
に
、

民
間
の
方
々
が
緩
や
か
に
繋
が
っ
て
、
取
り
組
み

の
場
を
つ
く
る
、
そ
れ
に
よ
っ
て
制
度
の
間
の
隙

間
を
無
く
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
制

度
の
隙
間
を
埋
め
る
舞
台
を
「
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
」
と
呼
び
ま
す
。
こ
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
づ

く
り
が
こ
れ
か
ら
の
子
ど
も
子
育
て
支
援
に
と
っ

て
重
要
に
な
り
ま
す
。

２
．シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

①
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
か
ら
の
報
告

〔
高
野
〕
児
童
課
で
は
、①
子
ど
も
す
こ
や
か
医

療
費
助
成
事
業
、②
児
童
手
当
支
給
事
業
、③
児

童
扶
養
手
当
支
給
事
業
、④
病
児
・
病
後
児
保
育

事
業
、⑤
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

事
業
、⑥
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
、⑦

学
童
保
育
ク
ラ
ブ
事
業
、⑧
児
童
館
・
児
童
セ
ン

タ
ー
事
業
、⑨
子
育
て
応
援
カ
ー
ド
事
業
、⑩
児

童
虐
待
等
の
家
庭
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
子
育
て
支
援
事
業
計
画
は
「
育
つ
よ
ろ
こ

び 

育
て
る
し
あ
わ
せ 

み
ん
な
で
子
育
て
の
ま
ち 

笛

吹
」
を
基
本
理
念
と
し
、
幼
児
期
の
教
育
保
育
や

地
域
に
お
け
る
子
ど
も
子
育
て
支
援
を
総
合
的
に
推

進
し
、
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
が
笑
顔
で
成
長
し
、

す
べ
て
の
家
庭
が
育
て
る
喜
び
や
幸
せ
を
感
じ
ら
れ
、

地
域
全
体
で
子
育
て
を
支
え
る
「
み
ん
な
で
子
育

て
の
ま
ち 

笛
吹
」
と
な
る
よ
う
推
進
し
ま
す
。

〔
須
田
〕
０
歳
か
ら
２
歳
児
の
人
口
は
減
少
傾

向
で
す
が
、
保
育
ニ
ー
ズ
は
年
々
増
加
し
て
い
ま

す
。
こ
の
要
因
は
、①
核
家
族
化
の
進
行
、②
働
く

女
性
の
増
加
、③
社
会
保
障
制
度
の
充
実
な
ど
、

女
性
が
子
ど
も
を
産
み
育
て
な
が
ら
働
き
続
け
ら

れ
る
社
会
が
徐
々
に
進
ん
で
き
て
い
る
こ
と
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。

　

０
歳
か
ら
２
歳
児
の
保
育
で
は
年
長
児
に
比
べ

て
多
く
の
保
育
士
の
確
保
が
必
要
な
ど
の
課
題
は

あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る

様
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

〔
曽
根
〕
学
び
の
広
場
ふ
え
ふ
き
は
、
退
職
教

員
を
中
心
に
、
学
校
教
育
を
支
援
す
る
目
的
で
つ

く
ら
れ
ま
し
た
。
事
業
の
目
的
は
、
様
々
な
学
校

教
育
へ
の
支
援
を
通
し
て
児
童
生
徒
の
健
全
な
育

成
に
寄
与
し
て
い
く
こ
と
で
す
。
事
業
は
、
学
校

教
育
の
支
援
、
学
童
保
育
の
活
動
支
援
が
柱
で
、

こ
れ
ら
を
一
体
的
に
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

学
校
教
育
の
支
援
は
、
地
域
の
歴
史
、
伝
統

文
化
な
ど
を
学
ぶ
「
地
域
学
習
の
支
援
」、
小
学

生
対
象
の
放
課
後
子
ど
も
教
室
や
体
験
教
室
、

中
学
生
対
象
の
土
曜
学
び
の
広
場
な
ど
の
「
学
習

活
動
の
支
援
」、
先
生
や
保
護
者
対
象
の
教
育
講

演
会
の
「
研
修
の
支
援
」
で
す
。

　

学
童
保
育
の
活
動
支
援
で
は
、
人
と
の
交
わ
り

を
通
し
て
人
と
の
か
か
わ
り
の
術
を
学
ぶ
、
豊
か

な
人
間
性
を
育
む
、
先
生
の
知
恵
を
学
ぶ
な
ど

を
目
指
し
て
お
り
、
私
た
ち
は
、
常
に
子
ど
も
た

ち
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
、
し
て
や
り
た
い
こ
と

を
考
え
な
が
ら
指
導
し
て
い
ま
す
。

〔
古
屋
〕
社
協
は
「
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
幸
せ
あ

ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
て
、
福
祉
教
育
、

地
域
づ
く
り
、
災
害
対
応
、
相
談
の
４
本
柱
で

活
動
し
て
い
ま
す
。

　

福
祉
教
育
は
、
福
祉
講
話
、
思
い
や
り
の
心
を

学
ぶ
場
づ
く
り
な
ど
の
福
祉
の
こ
こ
ろ
醸
成
事
業
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

地
域
づ
く
り
は
、
住
民
活
動
へ
の
支
援
と
事
業
所

に
よ
る
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
、
世
代
間

交
流
や
住
民
に
よ
る
実
行
委
員
会
を
組
織
し
て
の

お
祭
り
な
ど
の
地
域
交
流
事
業
な
ど
で
す
。
災
害

対
応
で
は
、
聴
覚
障
が
い
者
の
避
難
訓
練
の
サ

ポ
ー
ト
、
救
急
法
の
訓
練
、
雪
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
の
設
置
な
ど
で
す
。
相
談
で
は
、
フ
ー

ド
バ
ン
ク
の
利
用
や
母
子
家
庭
へ
の
経
済
的
支
援
、

近
所
の
気
に
な
る
子
ど
も
に
つ
い
て
な
ど
の
相
談

が
増
え
て
い
ま
す
。

②
社
協
ア
ン
ケ
ー
ト
の
報
告

〔
長
谷
部
〕
子
ど
も
子
育
て
支
援
を
行
っ
て
い
る

地
域
役
員
、
団
体
が
対
象
の
「
子
育
て
環
境
調

査
」
と
社
協
と
か
か
わ
り
の
あ
る
子
育
て
中
の
家

庭
が
対
象
の
「
子
育
て
家
庭
調
査
」
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

子
育
て
環
境
調
査
で
は
、
現
在
は
人
的
な
活

動
や
制
度
面
、
児
童
館
な
ど
の
施
設
は
良
好
で

基
調
講
演『
す
べ
て
の
子
ど
も
の
育
ち
を
支
え
る
地
域
づ
く
り
』

講
師　
　

淑
徳
大
学　

教
授　

柏
女
霊
峰 

氏

笛吹市における現在の
　　　　　保育施策について

須田徹 氏

笛吹市における現在の
　　　　　児童施策について

高野守 氏

笛吹社協だより かけはし | ４



シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

『
地
域
で
支
え
る
子
ど
も
の
未
来
』 　

　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　

柏
女
霊
峰 

氏

シ
ン
ポ
ジ
ス
ト

● 

笛
吹
市
児
童
課　

課
長　

高
野
守 

氏

● 

笛
吹
市
保
育
課　

課
長　

須
田
徹 

氏

● 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
学
び
の
広
場
ふ
え
ふ
き
理
事
長　

曽
根
修
一 

氏

● 

社
会
福
祉
法
人
笛
吹
市
社
会
福
祉
協
議
会　

事
務
局
次
長　

古
屋
ま
ゆ
み

す
が
、
施
設
の
老
朽
化
や
歩
道
な
ど
の
整
備
が
不

十
分
で
す
。
今
後
は
、
政
策
や
人
的
交
流
へ
の
期

待
は
大
き
い
で
す
が
、
制
度
の
変
化
が
支
援
の
向

上
に
結
び
つ
く
か
ど
う
か
や
少
子
高
齢
化
の
進
展

に
よ
る
地
域
の
支
援
力
の
低
下
、
幼
児
教
育
機
関

へ
の
影
響
な
ど
に
不
安
が
あ
り
、
今
後
の
子
育
て

環
境
は
厳
し
く
な
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
子
育
て

環
境
向
上
の
た
め
に
、
施
設
な
ど
の
整
備
や
様
々

な
レ
ベ
ル
で
の
交
流
の
促
進
、
保
護
者
の
個
別
性

に
応
じ
た
支
援
が
必
要
と
い
え
ま
す
。

　

子
育
て
家
庭
調
査
で
は
、
子
ど
も
の
成
長
や
存

在
そ
の
も
の
に
喜
び
を
感
じ
て
い
ま
す
が
、
子
ど

も
の
行
動
特
徴
や
成
長
に
伴
う
様
々
な
変
化
へ
の

対
応
に
不
安
が
あ
り
ま
す
。
ど
の
保
護
者
も
感
じ

る
不
安
が
、
障
が
い
や
生
活
困
難
、
各
種
の
環
境

要
因
に
よ
り
強
調
さ
れ
、
更
に
子
ど
も
の
自
立
や

保
護
者
の
高
齢
化
に
よ
る
子
ど
も
の
世
話
な
ど
へ

の
不
安
が
加
わ
り
、
大
き
く
膨
ら
ん
で
い
き
ま
す
。

こ
れ
ら
の
不
安
に
対
し
て
、
経
済
的
支
援
の
充
実

や
各
種
制
度
の
使
い
勝
手
の
改
善
な
ど
を
望
ん
で

い
ま
す
。
保
護
者
の
緊
急
時
の
支
援
で
生
活
の
安

定
を
は
か
り
、
学
習
や
様
々
な
体
験
を
経
験
で
き

る
支
援
で
子
ど
も
の
成
長
を
促
し
、
地
域
社
会
で

の「
居
場
所
」の
確
保
を
望
ん
で
い
ま
す
。社
協
へ
は
、

様
々
な
レ
ベ
ル
で
の
交
流
の
場
の
構
築
と
、
相
談

事
業
や
緊
急
時
を
含
む
家
庭
へ
の
支
援
事
業
を
望

ん
で
い
ま
す
。

③
フ
ロ
ア
と
の
意
見
交
換（
Ｆ
は
フ
ロ
ア
）

〔
Ｆ
１
〕
表
面
的
な
対
処
療
法
も
必
要
で
す
が
、

そ
れ
だ
け
で
は
問
題
の
本
質
的
な
解
決
に
は
な
ら

な
い
と
思
い
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
対
応
が
必
要
で

し
ょ
う
か
。

〔
柏
女
〕
議
論
が
行
わ
れ
る
場
所
に
、
ど
の
よ
う

な
社
会
が
必
要
な
の
か
と
い
う
こ
と
、
実
践
を
し

て
い
る
中
で
感
じ
て
い
る
こ
と
を
発
信
し
て
い
く

こ
と
が
と
て
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

〔
Ｆ
２
〕
実
際
の
子
ど
も
の
相
談
で
は
、
そ
の
背

景
と
な
る
家
庭
や
高
齢
者
の
問
題
が
必
ず
と
い
え

る
ほ
ど
重
な
り
ま
す
。
子
ど
も
だ
け
で
な
く
、
社

会
全
体
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が
必
要
と
考
え
ま

す
が
。

〔
柏
女
〕
お
そ
ら
く
、
将
来
的
に
は
そ
う
な
っ
て

い
く
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
高
齢
者
、
障
が
い
者
、

子
ど
も
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
組
み
を
一
緒
の
仕
組
み
に

し
て
い
く
こ
と
が
進
め
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

〔
Ｆ
３
〕
社
協
に
は
、
今
後
も
中
学
生
に
向
け
て
、

将
来
親
と
な
る
た
め
の
体
験
が
で
き
る
事
業
を
長

く
続
け
て
い
た
だ
い
て
、
全
部
の
中
学
校
で
で
き

る
よ
う
に
一
緒
に
や
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。④

シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
の
ま
と
め

〔
高
野
〕
地
域
ぐ
る
み
の
子
育
て
支
援
の
充
実
で

具
体
的
に
す
る
こ
と
が
見
え
て
き
た
気
が
し
ま
す
。

地
域
の
役
割
が
大
切
だ
と
す
ご
く
感
じ
て
い
ま
す
。

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
づ
く
り
は
大
切
で
、
い
ろ
い

ろ
な
問
題
を
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ

て
い
ま
す
。

〔
須
田
〕
保
育
の
質
の
向
上
に
、
地
域
で
の
交
流
、

世
代
間
交
流
な
ど
、
お
金
を
か
け
ず
に
取
り
入

れ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
認

識
し
ま
し
た
。

〔
曽
根
〕
大
人
が
変
わ
れ
ば
子
ど
も
の
心
が
変
わ

る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
家
庭
や
地
域
で
、

大
人
の
子
ど
も
へ
の
気
配
り
が
大
事
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
ま
す
。

〔
長
谷
部
〕
今
後
、
市
民
団
体
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
、
地
域
住
民
の
協
働
で
き
る
場
が
つ
く

ら
れ
、
そ
こ
に
社
協
が
少
し
お
手
伝
い
で
き
た
ら

と
思
い
ま
す
。

〔
古
屋
〕
社
協
と
し
て
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
繋
ぐ

こ
と
、
い
ろ
い
ろ
な
課
題
の
相
談
を
受
け
る
力
を

社
協
が
持
ち
行
政
と
の
パ
イ
プ
を
太
く
し
て
相
談

事
を
確
実
に
解
決
に
繋
げ
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ

と
、
そ
し
て
、
住
民
が
地
域
の
中
の
困
り
事
や
課

題
に
気
づ
き
、
発
見
し
、
近
く
か
ら
手
を
差
し
伸

べ
ら
れ
る
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

⑤
柏
女
先
生
の
ま
と
め

こ
の
ま
ま
で
は
地
域
住
民
の
見
守
り
な
ど
の
支

援
が
継
続
で
き
な
く
な
る
と
危
機
感
を
持
つ
方
が

か
な
り
い
ま
す
。
そ
れ
を
避
け
る
た
め
に
、
子
ど

も
同
士
、
子
ど
も
と
高
齢
者
、
子
ど
も
と
親
、

親
同
士
な
ど
、
様
々
な
交
流
の
場
を
つ
く
る
こ
と

と
支
援
者
同
士
が
繋
が
る
場
を
つ
く
る
こ
と
が
と

て
も
大
事
で
は
な
い
か
と
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
中
で
民
間
の
事
業
者
の
役
割
が
と
っ
て
も
大

事
に
な
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
地
域
住
民
一
人

ひ
と
り
の
繋
が
り
が
限
界
に
近
づ
い
て
い
る
以
上
、

民
間
の
事
業
者
の
役
割
は
と
て
も
大
事
に
な
る
と

思
い
ま
す
。

二
つ
目
は
、
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
が
で
き
る
こ
と
が

大
事
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
様
々
な
課
題
を
抱
え

る
方
々
は
積
極
的
に
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
出
す
方
ば
か
り
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
人
々
に
対
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
得
意
分
野
、
不
得
意
分
野
が
あ
る
民

間
団
体
や
民
生
児
童
委
員
な
ど
が
、
自
分
の
長

所
を
し
っ
か
り
と
活
か
し
な
が
ら
緩
や
か
に
繋

が
っ
て
い
く
場
が
必
要
と
思
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
、

関
係
者
が
集
ま
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
大
会
を
参
加
者
だ
け
で
共
有
す
る
の
で
は

な
く
、
ま
わ
り
の
方
々
に
も
働
き
か
け
て
、
す
べ

て
の
子
ど
も
が
包
摂
さ
れ
る
社
会
に
な
っ
て
い
く
一

歩
と
な
る
こ
と
を
願
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

子どもの安全・安心な居場所づくり
曽根修一 氏

子どもがかがやく地域づくり　古屋まゆみ
「子ども・子育て支援に関する
アンケート結果」報告　　　　長谷部信浩
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善意の寄付・寄贈の御礼

第7回笛吹市社会福祉大会 ボランティア功労賞・奨励賞 受彰者のご紹介
御坂地区民生委員児童委員協議会

障害者部会 様 清水惇子 様石原秀恭 様

パソコン教室は月曜と金曜の午前中の
週２回開催。まさに手取り足取りの指導。

“気付き”が信頼に変わる。
　　　　　寄り添うことが大事。

皆が大事な仲間、自分が皆に教えら
れている。

援センターでのパソコン教室
の講師や市民後見人など、多

方面に活躍される石原さん。「還暦を
迎え、広い社会の中で人の支援を受
けながら生きてきた。今度はそれを
社会に還元したい。それが社会福祉
に繋がると考えている。活動で大事
な事は、相手を知ること。特に後見人
は責任が重大。でも、それが喜びに繋
がるから嫌だと思ったことは一度も
無いよ。」と笑顔で語る石原さんです。

民後見人の清水さんが、支援す
る方が入所されている施設を

訪問した際の様子です。ご本人の様
子をゆっくりと聞き取りながら、金
銭面のことはもちろん、髪の長さや
身だしなみ、食べ物の事等、細やかな
気遣いで、他の人が気が付かないこ
とでも、本人の思いを汲み取って、施
設の職員に伝えています。「自分の将
来を写す鑑として、本人の身になっ
て考えたい。」「多くの方にこういっ
た活動に興味を持って欲しい。」と
おっしゃっています。

害者地域活動支援センターの
農園作業のボランティア活動

を行っている御坂民生委員協議会障
害部会の皆様と小林さん（H23表彰）
に聞きました。「自分でも出来る事を
したいと、障がい者の皆さんと関わ
りを持ち始めた。表彰されて何だか
困ってしまう。でも、いろいろな方が
協力してくれて、皆さんの力がある
からこそ、表彰していただいたと
思っている。車椅子の方であっても
どんな方でも一緒に参加して、楽し
みを持ってもらいたい。」と語ってい
ます。

支 市障

匿名希望 様
▲  洗濯洗剤一式

笛吹市立御坂西小学校 様 [御坂]
▲  タオル162本、日本手ぬぐい13本、
石鹸122個

笛吹市立御坂中学校生徒一同 様 [御坂]
▲  フェイスタオル87枚、石鹸59個

笛吹市立春日居小学校児童会 様 [春日居]
▲  シャワーチェア1脚、タオル108枚、
　　石鹸75個

石和町スポーツ少年団本部 様 [石和]
▲  2,498円

匿名希望 様
▲  5,000円

ボランティアひまわりの会 様 [八代]
▲  15,000円

八代更生保護女性会 様 [八代]
▲  3,000円

愛の一円玉募金（アピタ石和店 ）様 [石和]
▲  26,430円

株式会社土橋製作所 様 [八代]
▲  タオル1箱（約100枚）

童謡を歌う会ふるさと 様 [春日居]
▲  10,000円

匿名希望 様
▲  20,000円

山梨ヤクルト販売株式会社 様 [甲府]
▲  30,000円 　　　　

笛吹市赤十字奉仕団石和分団 様 [石和]
▲  電子レンジ、電気ポッド

株式会社飯塚工業 様 [御坂]
▲  100,000円

斉藤義昭 様 [一宮]
▲  10,000円

「
市
民
後
見
人
が
増
え
て
欲
し
い
」

そ
れ
が
石
原
さ
ん
の
願
い
で
す
。

声
を
か
け
合
い
、

楽
し
く
農
作
業
を
し
て
い
ま
す
。

ご
本
人
の
ペ
ー
ス
に
合
わ
せ
て

明
る
く
話
を
聞
い
て
い
ま
す
。

13,966,937円 （前年比101.2% 目標達成率102.4%）
皆様のご協力により目標額を達成することが出来ました。お寄せいただいた募金は自分
のまち（笛吹市）の地域福祉のために使われます。ご協力、誠にありがとうございました。

赤い羽根共同募金のご報告
 ６



社会福祉協議会では、地域福祉活動を円滑に進めるために、多くの企業・事業所の皆様にご賛同をいただ
き、特別会員にご加入をいただきました。心からお礼申し上げます。今年度もご理解とご協力をお願いします。
※１口5,000円以上のご協力をいただいた法人会員様のみ掲載させていただいておりますので、ご了承ください。

御　坂

石　和

春日居

御　坂

一　宮

境　川

本　所

石　和

一　宮

本　所

御　坂

一　宮

春日居

境　川

本　所

八　代
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